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概要

安全・安心な都市・行政基盤、安全・高効率なライフラインなどの諸社会課題の解決

に向けて、 AI情報処理を圧倒的に高性能かつ低消費電力で実現できるアルゴリズムか

らデバイスまでのコンピューティングのあり方を生み出す。そのために、知的・自律

的情報処理を高速に低エネルギーで実行できる脳・神経系を模倣したブレインモル

フィック情報処理システムの基盤技術を構築する。

研究開発内容

最近の活動内容例

ブレインモルフィックAIの開発に向けて、日本電気株式会社（NEC)と連携して，

以下の二つの観点から研究活動を行っている：

・数理的アプローチによる開発

・ハードウェア的アプローチによる開発

社会連携研究部門開設シンポジウム

東京大学駒場リサーチキャンパス

コンベンションホール（平成２８年１０月１２日）

全体集合写真

パネルディスカッション

「ブレインモルフィックAIの発展に向けて」

基調講演 Prof.  Jenni fer  Has ler

合原一幸教授 日本電気株式会社 CTO江村克己 氏
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